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全力を尽くす

 患者さんの望んでいる屈折状態を提供する

ため､全力を尽くす

 IOL度数計算につき､診療所の中で一番の

知識を持ち続ける

 IOL度数計算につき､関心をもち､人任せに

しない



IOL 度数決定のコツ

 カウンセリングと相談

 IOL Master ver. 5.4
 計算式

 計算式の選択 第４世代

 パーソナライズと複数の計算式の併用

 眼軸長による術後屈折値誤差の算入

 前嚢切開のコントロール
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カウンセリング

 IOL 度数決定の出発点

 どのような屈折状態を望んでいるか､患者さ

ん自身が理解する手助けをする

 患者さんの向こう側の生活をイメージする



カウンセリングと相談

 カウンセリング

 患者さんが､求めているものを整理

 カウンセリングする側はひたすら聞く

 カウンセリングの技術を持つ看護師が担当

 相談

 患者さんが求めているものを確認

 レンズの選択と度数決定

 医師が担当



患者さん、職員、医師の連携

 よい結果、幸せな患者さんは､チームの連

携により生まれる

 患者さん、職員、医師の考えのすりあわせ

 患者さんの期待値と､実際に提供できる屈

折値のすりあわせ



術後屈折値目標の明確化

 術後屈折値目標

 許容される屈折値誤差

 予測される屈折値誤差により､屈折値目

標が変わる
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IOL Master

 2002年5月に日本市場に導入されて8年

 術後屈折値誤差は､統計的優位に改善

 多焦点眼内レンズの一般化に大きく貢献



IOL Master の特徴

機能
正確

前房深度

操作
非接触

短時間

容易





IOL Master で眼軸を測る

 理由

 IOL Masterの解像度は 0.02mm 
 超音波の解像度は 0.1-0.12mm
 0.1mm の誤差は 0.3D の屈折値誤差

 IOL Master で眼軸を測っておく

 測れる患者さんの数を増やす

 Soft ware version 5.4 を使う

 測れる患者さんの数が増える

 前房深度が正確



IOL Master で眼軸を測る

 二人の視能訓練士が別の日に測定する

 外れ値の結果は削除する

 眼軸長であれば 0.05mm 以上

 前房深度であれ 0.15mm 以上

 角膜曲率であれば 0.25D 以上



術後屈折値誤差 (A-mode)
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術後屈折値誤差 (IOL-Master)
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術後屈折値誤差（絶対値）

 IOL Master （n=66)
 平均 0.28 D 
 標準偏差 0.18 D

 A-mode （n=70)
 平均 0.45 D
 標準偏差 0.40 D

 分散の異なる平均値の差の検定で有意差(Welch p=0.0014)



角膜曲率

 術後屈折値誤差に直接響く

 角膜の条件を整える
 角膜に接触する検査の前

 CL
 tear film

 IOLMaster の角膜曲率計を使う
 ULIB のデータが使える

 ３回の計測の値が 0.25D 以内が目処

 それを満たさなければ再検



コンタクトレンズの装用中止

 理由

 角膜曲率は大きく屈折値に影響

 ハードコンタクトレンズ

 ３週間

 ソフトコンタクトレンズ

 １週間



涙液膜の安定

 理由

 眼球を構成するレンズの中でも役割が大きい

 涙液膜を安定させる

 検査前の治療

 BUTを測定

 多焦点眼内レンズの適応
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IOL 計算式 理論上の誤差と眼軸長

Dr. Warren Hill



計算式の選択

Holladay II

眼軸 角膜曲率 前房深度 水晶体厚 W to W

Haigis

眼軸 角膜曲率 前房深度

SRK/T（第３世代）

眼軸 角膜曲率
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パーソナライズと複数の計算式の併用

 Holladay IOL Constant

Surgical  Outcome Assessment

Program Pro

http://www.hicsoap.com

http://www.hicsoap.com/�


Tecnis ZA9000   Holladay IIによる術後屈折値誤差





Tecnis ZA9000   SRK/T による術後屈折値誤差



Haigis, Holladay II, SRK/T で 1.5D 差が出
た症例

Haigis Holladay II SRK/T



Haigis, Holladay II, SRK/Tで 1.5D 差が出
た症例

Haigis Holladay II SRK/T
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Tecnis ZA9000   Holladay IIによる術後屈折値誤差



Tecnis ZA9000   Holladay IIによる術後屈折値誤差
（眼軸 23-24mm）



Tecnis ZA9000   Holladay IIによる術後屈折値誤差
（眼軸 26-27mm）



AcriLisa 366D SRK/T による術後屈折値誤差
（眼軸25mm未満 A constant  = 117.9）



AcriLisa 366D SRK/T による術後屈折値誤差
（眼軸25mm以上 A constant  = 118.3）



AcriLisa HolladayII による術後屈折値誤差
（眼軸25mm以上 A constant  = 118.3）
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前嚢切開のコントロール

 CCCマーカー

 散瞳幅の記載

 前嚢セッシ



前嚢切開のコントロール

 眼内レンズよりも小さく､眼内レンズがカプセ

ルに包まれるように

 光学中心を中心とした円形である

 常に同じ大きさになるように
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期待値のコントロール

 複数の計算式の結果の提示

Holladay II
Haigis
SRK/T

 術後屈折値誤差の術前説明



まとめ

 結果 ー 期待値 ＝ 幸せ
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